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　３月定例会議では、議長を除く全議員で構成す
る予算特別委員会を設置し、令和８年度予算を審
査しました。各常任委員会と所管を同じくする分
科会により詳細な審査を行った後、議場で全体会
の総括質疑を行い、その後、令和８年度予算につ
いて可決すべきも
のとする採決を行
い、定例会議最終
日の本会議におい
て可決されました。

予算特別委員会
委員長　　小松　良行 （真政会）
副委員長　丹治　　誠 （公明党）

総括質疑の内容の一部

問：�スポーツホームタウンにぎわい創出事業費に
ついて、令和８年度に予定している活動内容は。

答：�福島ユナイテッドFCとの包括連携協定に基づ
き、ホームゲームのうち１試合を、実・湧・満・
彩福島市ホームタウンデーとして開催し、ア
トラクションやブース出店、イべントなどを
実施する。また、ホームゲームのシャトルバ
スをユナイテッドと連携して運行し、交通ア
クセスの向上を図る。さらに、まちなか広場
では、スポーツやグルメ、音楽などを楽しめ
るユナフェスを開催し、中心市街地の活性化
を図るほか、高校生年代のサッカー大会やア
ウェーゲームのパブリックビューイング、小
学校での出前授業などを開催する予定である。

　２月３日に緊急会議を開催し、令和７年度一般
会計補正予算などの議案４件を審査し提出された
議案は、すべて可決または承認されました。
【概要】
　物価高騰対策「みんなのくらしエールパッケージ」
として、市民生活を支援。住民税非課税世帯に対し
ては、１世帯当たり１万５千円の生活支援特別給付、
市民全員に１人あたり５千円分のクーポンを千円で

購入できるプレミアム付きクーポンを販売し、同じく
物価高騰下での生活支援と地域経済の下支えを図る。
　また、事業者への支援として、中小企業などに
対しては県の３万円に上乗せし、労働者１人あた
り１万円を支給するとともに、保育施設等に対す
る物価高騰支援を行う。
　加えて、安全・安心なまちづくりを推進するた
め、通学路等安全対策などの令和８年度当初予算
に計上を予定していた公共事業を前倒しして実施
することとし、総額25億1,800万円余の追加補
正予算が可決されました。
　このほか、衆議院議員選挙執行に関する補正予
算の専決処分が承認されました。

　令和８年３月市議会定例会議は、３月２日から
27日までの26日間にわたり開催されました。
　定例会議初日に、令和８年度一般会計予算など
議案50件及び報告１件が市長から提出され、こ
のうち１件については、同日に採決を行い、原案
のとおり可決しました。６日から３日間にわたり
行われた代表質問には、会派を代表した５人の議
員が登壇、10日から５日間にわたり行われた一

般質問には、13人の議員が登壇し、市政の諸課
題に関する質問がなされました。16日には、総
合計画まちづくり基本ビジョンの計画期間変更の
件を審査するため、総合計画まちづくり基本ビ
ジョン審査特別委員会を、令和８年度予算に関す
る議案を審査するため、予算特別委員会をそれぞ
れ設置しました。最終日の27日には、追加議案
が８件提出されたほか、各委員長報告、討論、採
決が行われ、提出
された議案につい
ては、いずれも原案
のとおり可決または
同意されました。

令和８年度予算など
58件可決・同意

定例
会議

令和８年度一般会計予算
1,245億円を審査
～予算特別委員会を設置～

予算
審査

総合経済対策など４件可決・承認
～２月３日緊急会議～

緊急
会議

令和８年度予算の概要は、
市ホームページにも掲載さ
れております。→



（3）　ふくしま市議会だより　令和８年５月１日発行

福島市プレミアム付きクーポン
事業（令和８年２月３日緊急会議）

市営住宅空き住戸利活用
事業

ＲＳウイルス母子免疫
ワクチンの推進

避難所におけるテント式
パーティションの整備

　避難者１人当たりの必要面積と収容人数を見
直し、避難所における生活環境の向上及びプラ
イバシーの確保を目的として、テント式パー
ティションを3,835基整備する。 
（主な質疑と答弁）
問：�今回整備するテント式パーティションの数
は。

答：�既存のテント式パーティション2,908基に
対して、不足する927基を追加で整備する。

　食料品をはじめとした物価高に直面する市民
生活の支援と地域経済の下支えを図るため、
1,000円で購入可能な5,000円分のプレミアム
付きクーポンを発行する。
　対象は、令和８年３月１日時点で福島市に住
民登録がある約262,000人。
（主な質疑と答弁）
問：�1,000円の販売額に対し5,000円分のクー
ポンということは、今までにないプレミア
ム率だが、その金額に至った経緯は。

答：�前回は、8,000円の販売額に対し10,000
円分のクーポンであり、一部から高額であ
るという意見があった。今回は、販売額を
1,000円に抑え、プレミアム率が400％と
過去最高であり、一層の物価高騰対策を図
りたい。

　令和８年４月より、新たにＲＳウイルスの母
子免疫ワクチンが、定期予防接種に追加される。
対象となる妊娠28週から36週の妊婦は、公費
負担により自己負担なしで接種できる。妊婦に
ワクチンを接種し、胎盤を通じて胎児に抗体を
移行させることにより、生後間もない乳幼児の
発症や重症化を予防する。
（主な質疑と答弁）
問：想定対象者数や受診可能な医療機関は。
答：�対象者数は、年間の出生数を基準として積
算している。また、市内の産科のあるかか

りつけの医療機関で接種ができ
る見込み。

　エレベーターがない市営住宅団地の高層階な
どの空き住戸について、民間事業者等から多様
な利活用方法を募集し、市有財産の有効活用を
通じた課題解決や市民サービスの向上を図る。
（主な質疑と答弁）
問：①�利活用の一例である子どもの居場所づく

りや交流サロンを若者の起業により事業
化することは考えられるか。

　　②�空き住戸の利用促進にはペット飼育を可
とすることも含まれているのか。

答：①�他自治体では、シェアオフィスとしての
活用による創業支援等の事例がある。利
活用方法を限定しすぎることなく、民間
事業者からの多様な提案を募りたい。

　　②�検討は進めているが、入居者や自治会の
理解、アレルギーをお持ちの方への配慮な
どが必須であり、慎重な判断が必要となる。

PICK UP 定例会議や緊急会議での各常任委員会および分科会
に付託された議案審査の主な内容を紹介します。 

総務

経済
民生

文教
福祉

建設
水道
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公

明

党
こ
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト

の
ま
ち
づ
く
り

高た
か
ぎ木 

直な
お
と人

Ｑ　

市
こ
ど
も
計
画
の
基
本
理
念
を
具
現
化

す
る
基
本
的
な
方
針
は
。

Ａ
　
こ
れ
ま
で
の
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援

と
い
う
視
点
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
ど
も
、
若

者
が
夢
や
希
望
を
か
な
え
自
立
で
き
る
よ
う
、

基
本
理
念
の
実
現
へ
４
つ
の
目
標
を
定
め
て

い
る
。
１
つ
め
の
こ
ど
も
の
育
ち
・
若
者
の

自
立
を
支
え
る
ま
ち
は
、
こ
ど
も
を
一
人
の

人
間
と
し
て
尊
重
し
、
そ
の
権
利
と
主
体
性

を
大
切
に
、
学
び
や
多
様
な
体
験
を
通
じ
、

夢
や
希
望
を
持
っ
て
自
立
で
き
る
環
境
を
整

え
る
。
４
月
開
園
の
も
り
あ
い
認
定
こ
ど
も

園
で
は
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
、
幼
児
教
育
、

保
育
の
質
向
上
を
目
指
す
。
２
つ
め
の
安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
は
、
相
談
体
制
の

充
実
や
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
を
切
れ
目
な
く
行
い
、
孤
立
な

く
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。
特

に
、
母
子
保
健
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
民
間
企
業

と
連
携
し
た
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に

も
取
り
組
む
。
３
つ
め
の
困
難
を
抱
え
る
こ

ど
も
、
若
者
を
支
え
る
ま
ち
は
、
困
難
に
直

面
す
る
こ
ど
も
や
特
別
な
支
援
が
必
要
な
こ

ど
も
、
若
者
、
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
寄
り
添
っ
た
支
援
に
努
め
る
。

４
つ
め
の
地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
ま

Ｑ　

次
世
代
文
教
都
市
の
目
指
す
べ
き
具
体

的
な
都
市
像
は
。

Ａ
　
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
を
笑
顔
に
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
ち
の
み
ん
な
が
笑

顔
に
な
る
、
ひ
と
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
、

未
来
づ
く
り
の
３
要
素
が
好
循
環
を
生
み
出

す
、
豊
か
な
経
済
都
市
を
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン

で
あ
る
。
人
が
自
然
体
で
住
み
集
い
、
安
心

し
て
行
動
で
き
る
生
活
基
盤
や
活
動
環
境
を

整
え
、
挑
戦
が
生
ま
れ
る
土
台
と
し
て
、
安

心
社
会
を
つ
く
る
。
市
民
対
話
集
会
か
ら
始

ま
る
小
さ
な
実
践
な
ど
、
行
動
を
起
こ
す
こ

と
が
評
価
さ
れ
、
挑
戦
を
後
押
し
し
、
挑
戦

の
文
化
を
根
付
か
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

挑
戦
が
連
鎖
し
、
市
民
活
動
や
産
業
、
地
域

の
活
性
化
な
ど
新
た
な
活
力
が
、
経
済
を
起

こ
し
、
生
活
や
地
域
社
会
が
豊
か
に
な
り
、

挑
戦
が
積
み
重
な
っ
た
先
に
未
来
が
切
り
拓

か
れ
る
。
次
世
代
を
見
据
え
た
視
点
や
持
続

可
能
性
を
基
準
に
政
策
に
組
み
込
み
、
未
来

の
発
展
に
向
け
実
践
を
進
め
、
将
来
の
繁
栄

を
目
指
す
。
新
年
度
は
次
世
代
文
教
都
市
を

基
本
ビ
ジ
ョ
ン
に
、
積
極
的
に
政
策
展
開
す

る
予
算
を
編
成
し
た
。
と
も
に
前
へ
を
基
本

姿
勢
に
市
政
運
営
を
進
め
、
さ
ら
な
る
高
み

へ
押
し
上
げ
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

○�

８
年
度
予
算
方
針
の
予
算
案
へ
の

反
映
状
況
と
国
の
責
任
あ
る
積
極

財
政
に
対
す
る
本
市
の
姿
勢

○�

東
口
再
開
発
の
再
整
理
状
況
、
事
業

費
の
変
更
有
無
と
着
工
予
定
時
期

○�

市
こ
ど
も
計
画
の
基
本
目
標
に
関

す
る
各
支
援
策
の
充
実
、
強
化
に
関

す
る
取
り
組
み

○�

市
立
小
中
学
校
給
食
費
無
償
化
の

制
度
設
計
と
財
源
確
保
、
質
の
維
持

真
結
の
会

超
少
子
高
齢
・
人
口
減

少
社
会
に
お
け
る
福
島

型
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
と
ビ
ジ
ョ
ン

真さ
な
だ田 

広ひ
ろ
し志

Ｑ　

東
口
再
開
発
を
他
都
市
と
の
差
別
化
を

図
る
施
設
と
す
べ
き
具
体
的
な
施
設
像
、
福

島
型
ま
ち
づ
く
り
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
。 

Ａ
　
具
体
的
な
施
設
像
の
１
つ
目
は
、
立

地
上
の
特
徴
で
あ
る
。
駅
前
は
日
常
と
非
日

常
が
重
な
り
合
う
多
様
な
目
的
の
人
々
が
交

差
す
る
共
有
空
間
で
あ
り
、
新
幹
線
の
ハ
ブ

機
能
を
持
ち
、
広
域
的
交
流
と
経
済
活
動
の

結
節
点
と
な
る
地
理
的
優
位
性
を
備
え
て
い

る
。
２
つ
目
は
、
人
材
育
成
と
交
流
創
造
の

拠
点
と
し
て
新
た
な
発
想
や
連
携
が
地
域
経

済
を
動
か
す
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

未
来
へ
の
挑
戦
の
拠
点
を
築
く
こ
と
で
あ
る
。

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

風
格
あ
る
県
都
を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
構
想

の
実
践
を
前
提
に
５
つ
の
点
に
取
組
む
。
第

１
に
駅
東
西
の
連
携
強
化
で
は
、
回
遊
性
を

意
識
し
、
新
た
な
東
西
自
由
通
路
や
駅
前
広

場
の
再
構
築
で
魅
力
の
最
大
化
を
図
る
。
第

２
に
集
い
の
場
を
つ
く
り
活
気
が
生
ま
れ
る

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
道
路
空
間
な
ど
を
活
用

し
、
歩
行
者
の
安
全
、
快
適
な
通
行
の
確
保

と
に
ぎ
わ
い
創
出
を
両
立
さ
せ
る
。
第
３
に

官
民
学
連
携
の
商
店
街
の
魅
力
づ
く
り
で
は
、

に
ぎ
わ
い
創
出
と
と
も
に
一
時
的
な
集
客
だ

け
で
な
く
商
店
街
の
価
値
再
発
見
の
仕
掛
け

づ
く
り
を
強
化
す
る
。
第
４
に
回
遊
性
の
向

上
で
は
、
中
心
市
街
地
の
回
遊
性
を
向
上
さ

せ
、
官
民
連
携
の
イ
ベ
ン
ト
と
商
店
街
の
企

画
な
ど
を
連
動
さ
せ
街
な
か
を
め
ぐ
る
仕
掛

け
を
強
化
す
る
。
第
５
に
誰
も
が
挑
戦
で
き

る
文
化
を
根
付
か
せ
る
こ
と
で
は
、
挑
戦
が

連
鎖
し
経
済
を
起
こ
す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
。
こ
れ
ら
官
民
学
共
創
の
取
組
み
に
よ
り

県
都
ふ
く
し
ま
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

○�

震
災
15
年
目
の
真
価
、
人
間
の
復
興

と
文
明
の
脆
弱
性
の
再
定
義

○�
総
合
計
画
の
期
間
延
長
案
に
よ
る

行
政
上
の
信
義
と
実
証
性

○�

モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
抑
止
す
る
財

政
規
律
の
確
立

○�

駅
前
再
開
発
事
業
に
お
け
る
都
市

の
有
機
的
連
関 

市

民

21
次
世
代
文
教
都
市
構
想

沢さ
わ
い井 

和か
ず
ひ
ろ宏

Ｑ　

歴
史
、
創
造
、
芸
術
、
技
術
な
ど
人
の

力
が
最
大
限
引
き
出
さ
れ
、
挑
戦
の
文
化
が

根
付
き
経
済
を
起
こ
す
た
め
の
具
体
的
施
策

は
。 

Ａ
　
ひ
と
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
、
未
来

づ
く
り
の
好
循
環
の
実
現
に
向
け
た
初
年
度

と
し
て
、
次
世
代
文
教
都
市
を
基
本
ビ
ジ
ョ

ン
に
新
年
度
予
算
案
を
編
成
、
３
つ
の
優
先

事
項
と
９
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
具
体
的

な
施
策
を
進
め
る
。
ひ
と
づ
く
り
で
は
、
災

害
の
教
訓
を
生
か
し
た
防
災
体
制
の
整
備
、

消
防
本
部
の
移
転
新
設
、
地
域
医
療
の
確
保

や
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、
安
全
安

心
な
生
活
基
盤
を
整
え
る
。
給
食
費
無
償
化

な
ど
に
よ
る
子
育
て
世
帯
の
支
援
、
学
習
環

境
の
充
実
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
整
備
、

交
通
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を
推
進
し
、

学
習
や
文
化
、
経
済
活
動
を
支
え
る
。
ま
ち

づ
く
り
で
は
、
市
民
対
話
集
会
か
ら
始
ま
る

小
さ
な
実
践
、
起
業
、
創
業
や
新
製
品
開
発

支
援
な
ど
挑
戦
の
文
化
を
根
付
か
せ
て
い
く
。

本
市
の
恵
み
、
資
源
を
磨
き
上
げ
、
農
産
物

の
販
路
拡
大
、
大
ゴ
ッ
ホ
展
、
Ｄ
Ｃ
と
連
動

し
た
観
光
誘
客
と
街
な
か
の
活
性
化
、
新
規

オ
フ
ィ
ス
開
設
支
援
や
産
業
の
集
積
と
交
流

な
ど
を
進
め
、
市
民
活
動
や
地
域
、
産
業
の

真

政

会
市
長
が
目
指
す
本
市
の

方
向
性

半は
ん

沢ざ
わ 

正ま
さ

典の
り

 

代
表
質
問
Ｑ
＆
Ａ

●
記
事
の
内
容　

掲
載
し
て
い
る
質
問
・
答
弁
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
録
画
中
継
や
会
議
録
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
録
画
中
継　
　

各
記
事
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
録
画
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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活
性
化
な
ど
、
新
た
な
活
力
を
生
み
、
経
済

を
起
こ
し
て
い
く
。
未
来
づ
く
り
で
は
、
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
に
よ
る
誇
れ
る
自
然
環
境

の
再
起
、
気
候
変
動
適
応
型
農
業
、
宇
宙
航

空
関
連
産
業
の
拡
大
な
ど
、
次
世
代
へ
の
取

り
組
み
を
推
進
す
る
。
Ｄ
Ｘ
も
活
用
し
た
行

財
政
改
革
、
施
設
の
包
括
管
理
、
人
材
育
成

や
働
き
手
確
保
の
支
援
、
ふ
る
さ
と
納
税
や

関
係
人
口
拡
大
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
の
施
策

の
実
践
で
、
市
政
を
前
進
さ
せ
て
い
く
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

○�

え
が
お
条
例
の
施
策
の
成
果
と
課

題
、
実
効
化
に
向
け
た
方
針

○�

学
び
の
多
様
化
学
校（
不
登
校
特
例

校
）の
実
現
に
向
け
た
見
解

○�

３
・
11
の
教
訓
を
生
か
し
た
福
島

版
防
災
教
育
構
想
の
概
要

○�

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
の
広

報
活
動
な
ど
の
取
り
組
み

公

明

党
こ
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト

の
ま
ち
づ
く
り

高た
か
ぎ木 

直な
お
と人

Ｑ　

市
こ
ど
も
計
画
の
基
本
理
念
を
具
現
化

す
る
基
本
的
な
方
針
は
。

Ａ
　
こ
れ
ま
で
の
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援

と
い
う
視
点
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
ど
も
、
若

者
が
夢
や
希
望
を
か
な
え
自
立
で
き
る
よ
う
、

基
本
理
念
の
実
現
へ
４
つ
の
目
標
を
定
め
て

い
る
。
１
つ
め
の
こ
ど
も
の
育
ち
・
若
者
の

自
立
を
支
え
る
ま
ち
は
、
こ
ど
も
を
一
人
の

人
間
と
し
て
尊
重
し
、
そ
の
権
利
と
主
体
性

を
大
切
に
、
学
び
や
多
様
な
体
験
を
通
じ
、

夢
や
希
望
を
持
っ
て
自
立
で
き
る
環
境
を
整

え
る
。
４
月
開
園
の
も
り
あ
い
認
定
こ
ど
も

園
で
は
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
、
幼
児
教
育
、

保
育
の
質
向
上
を
目
指
す
。
２
つ
め
の
安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
は
、
相
談
体
制
の

充
実
や
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
を
切
れ
目
な
く
行
い
、
孤
立
な

く
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
。
特

に
、
母
子
保
健
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
民
間
企
業

と
連
携
し
た
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に

も
取
り
組
む
。
３
つ
め
の
困
難
を
抱
え
る
こ

ど
も
、
若
者
を
支
え
る
ま
ち
は
、
困
難
に
直

面
す
る
こ
ど
も
や
特
別
な
支
援
が
必
要
な
こ

ど
も
、
若
者
、
子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
寄
り
添
っ
た
支
援
に
努
め
る
。

４
つ
め
の
地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
え
る
ま

ち
は
、
子
ど
も
の
え
が
お
条
例
の
認
知
度
を

高
め
、
地
域
住
民
や
事
業
所
な
ど
地
域
全
体

で
こ
ど
も
や
子
育
て
を
応
援
す
る
機
運
醸
成

を
図
る
。
こ
れ
ら
に
基
づ
き
、
こ
ど
も
、
若

者
の
意
見
表
明
や
社
会
参
画
の
機
会
を
広
げ
、

こ
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
の
施
策
を
総
合
的
に
推

進
し
、
こ
ど
も
や
若
者
が
福
島
市
に
誇
り
を

持
ち
、
子
育
て
す
る
な
ら
福
島
市
と
称
さ
れ

る
よ
う
取
り
組
む
。

■
そ
の
他
の
主
な
質
問

○�

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
環
境
の

整
備
状
況

○�

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
づ
く
り
の
課
題

○�

自
宅
で
各
種
手
続
き
が
可
能
と
な

る
行
か
な
い
窓
口
の
実
現

○�

学
校
部
活
動
の
地
域
連
携
状
況
と

今
後
の
方
向
性

日
本
共
産
党

人
口
減
少
、

少
子
化
対
策

佐さ

さ

き
々
木 

優ゆ
う

Ｑ　

大
き
な
要
因
で
あ
る
賃
金
の
低
さ
が
及

ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
見
解
は
。  

Ａ
　
賃
金
と
少
子
化
に
は
密
接
な
関
係
が

あ
り
、
特
に
若
年
層
の
所
得
低
迷
や
雇
用
の

不
安
定
さ
が
結
婚
や
出
産
の
大
き
な
障
壁
と

捉
え
て
い
る
。
経
済
財
政
白
書
な
ど
で
は
、

若
年
層
、
特
に
男
性
に
お
い
て
年
収
と
既
婚

率
に
相
関
関
係
が
見
ら
れ
、
年
収
が
低
い
ほ

ど
未
婚
率
が
上
が
る
関
係
が
報
告
さ
れ
、
非

正
規
雇
用
者
の
増
加
が
未
婚
化
を
加
速
さ
せ

て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
結
婚
し
て
い
る

世
帯
で
も
、
教
育
費
や
生
活
コ
ス
ト
の
増
大

に
対
し
賃
金
の
伸
び
が
追
い
つ
か
な
い
場
合
、

第
２
子
以
降
の
出
産
を
控
え
る
傾
向
が
あ
る
。

こ
う
し
た
経
済
的
不
安
に
よ
る
未
婚
化
や
晩

婚
化
、
出
産
の
抑
制
に
加
え
、
地
方
と
大
都

市
圏
の
賃
金
格
差
に
よ
る
若
年
層
流
出
も
、

収
入
の
大
小
に
よ
る
影
響
だ
と
捉
え
て
い
る
。

賃
金
の
向
上
は
、
働
き
手
に
と
っ
て
経
済
的

不
安
が
和
ら
ぎ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
就

職
や
結
婚
、
子
育
て
の
希
望
が
、
か
な
い
や

す
く
な
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
生
活
基
盤
が

安
定
す
れ
ば
出
生
率
の
向
上
も
期
待
で
き
る
。

若
い
世
代
が
定
着
し
、
将
来
の
結
婚
、
子
育

て
に
見
通
し
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
ま
ち
に

す
る
た
め
、
地
域
経
済
の
振
興
に
よ
り
魅
力

あ
る
就
業
機
会
を
増
や
し
、
継
続
的
な
賃
上

げ
を
可
能
に
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

く
。■

そ
の
他
の
主
な
質
問

○�

シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

市
が
把
握
す
る
要
望
内
容
と
拡
充

へ
の
見
解 

○�

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入

支
援
の
実
施

○�

農
業
者
へ
の
所
得
補
償
、
価
格
保
障

政
策
の
効
果
へ
の
見
解

○�

戦
争
、
被
爆
の
実
相
共
有
に
よ
る
恒

久
平
和
実
践
の
見
解
と
具
体
的
取

り
組
み
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二に
か
い
ど
う

階
堂　

利り

え枝

Ｑ　

本
市
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
令
和
８
年
度
に
向
け
た
新
し
い
取

組
み
は
。

Ａ
　
寄
附
の
使
い
道
を
紹
介
し
共
感
を
得
る
ま
ち
づ
く
り

応
援
型
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
推
進
し
て
き
た
。
引
き
続
き
魅

力
あ
る
返
礼
品
の
開
発
を
行
い
、
返
礼
品
の
感
想
を
投
稿
し

て
も
ら
う
レ
ビ
ュ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、
専
用
サ
イ
ト

の
立
ち
上
げ
、
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
、
寄
附
の
使
い
道
な
ど
の

情
報
を
発
信
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
市
長
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
、
ふ
る
さ
と
納
税
関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
な
ど
、
く

だ
も
の
や
観
光
な
ど
本
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
と
フ
ァ
ン
拡
大
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
さ
ら
な
る

受
入
を
目
指
す
。

山や
ま
だ田　

裕
ゆ
た
か

Ｑ　

福
島
第
一
原
発
事
故

の
当
事
者
で
あ
る
東
電
に
よ
る
柏
崎
刈

羽
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
、
原
発
被

災
市
で
あ
る
本
市
は
反
対
の
声
を
上
げ

る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

Ａ
　
日
本
が
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
と
る
か
は

国
の
責
任
に
お
い
て
検
討
、
決
定
す
べ
き
で
あ
り
、
検
討
に

あ
た
っ
て
は
本
県
で
の
原
発
事
故
の
反
省
と
教
訓
を
生
か
す

こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
市
と
し
て
は
、
徹
底
し

た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

拡
大
、
地
域
と
共
生
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
着
実
に
進
め
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
実
践
す
る
。

浦う
ら
の野　

洋よ
う
た
ろ
う

太
朗

Ｑ　

防
災
士
と
自
主
防
災

組
織
を
結
ぶ
連
携
体
制
強
化
の
現
状
と

課
題
は
。   

Ａ
　
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
、
防
災
士
と
自
主
防

災
組
織
と
の
連
携
は
有
効
と
捉
え
て
い
る
が
、
防
災
士
の
知

見
を
地
域
で
生
か
せ
る
関
わ
り
方
を
広
げ
る
こ
と
が
課
題
で

あ
る
。
現
在
、
関
係
団
体
と
連
携
し
、
防
災
講
演
会
や
研
修

な
ど
を
通
し
、
防
災
士
同
士
や
地
域
と
の
交
流
に
よ
り
、
相

互
の
関
わ
り
を
深
め
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

地
域
活
動
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
様
々
な
媒
体
や
機

会
を
捉
え
広
く
呼
び
か
け
を
行
う
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
連

携
が
よ
り
一
層
進
む
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
地
域
防
災
力
の

さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

 

一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

●
記
事
の
内
容　

掲
載
し
て
い
る
質
問
・
答
弁
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
録
画
中
継
や
会
議
録
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
録
画
中
継　
　

各
記
事
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
録
画
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

菅す
が
わ
ら原　

美み

ち

こ
智
子

Ｑ　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

普
及
に
際
し
、
市
民
の
負
担
が
大
き
い

た
め
、
補
助
金
や
助
成
金
の
導
入
を
検

討
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。 

Ａ
　
現
在
、
国
か
ら
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
促
進
に
関

す
る
計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
、
県
及
び
市

関
係
部
局
と
連
携
し
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
促
進
に
関

す
る
計
画
を
作
成
す
る
。
そ
の
中
で
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
助
成

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
必
要
性
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

丹た
ん
じ治　

誠
ま
こ
と

Ｑ　

デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
受
賞
の
成
功
事
例
を

市
内
事
業
者
へ
横
展
開
し
、
地
域
経
済

全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
生
産
性
向
上
に

つ
な
げ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
へ
の
見
解
は
。 

Ａ
　
優
れ
た
取
組
の
横
展
開
は
重
要
で
あ
り
、
事
例
発
表

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
発
信
に
よ
り
、
取
組
の
工
夫
や
効
果

を
共
有
し
、
ふ
く
し
ま
産
業
交
流
フ
ェ
ア
の
同
時
開
催
に
よ

る
課
題
や
ニ
ー
ズ
共
有
の
場
を
設
け
た
。
ま
た
、
市
デ
ジ
タ

ル
人
材
バ
ン
ク
を
開
設
し
、
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
を

後
押
し
し
て
い
る
。
本
ア
ワ
ー
ド
を
市
内
事
業
者
の
行
動
変

容
と
連
携
を
生
み
出
す
起
点
と
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

三み
う
ら浦　

由ゆ

み

こ
美
子

Ｑ　

総
合
計
画
の
１
年
延

期
に
よ
り
分
野
別
個
別
計
画
も
延
期
さ

れ
空
白
を
生
む
恐
れ
が
あ
る
が
、
男
女

共
同
参
画
ふ
く
し
ま
プ
ラ
ン
で
は
、
何

を
取
組
み
令
和
９
年
度
に
つ
な
げ
て
い

く
の
か
所
見
は
。

Ａ
　
次
期
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
１
年
延
期
に
伴
う
空
白
が

生
じ
な
い
よ
う
進
め
て
い
く
。
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性

へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
で
定
め
る
市
町
村
計
画
も
令
和
７

年
度
中
の
策
定
は
見
送
る
が
、
安
心
し
適
切
な
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
女
性
相
談
を
実
施
し
、
新
た
に
支
援

調
整
会
議
を
設
置
し
た
。
次
期
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
新
た
な

総
合
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
、
必
要
な
施
策
な
ど
を
反
映

し
て
い
く
。
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佐さ
は
ら原　

真ま

き紀

Ｑ　

家
庭
用
剪
定
枝
破
砕

機
貸
し
出
し
の
利
用
者
を
増
や
す
取
り

組
み
と
し
て
、
来
年
度
の
事
業
内
容
は
。

Ａ
　
令
和
８
年
度
は
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ

た
意
見
を
踏
ま
え
、
貸
出
方
法
や
要
件
な
ど
、
よ
り
利
用
し

や
す
い
事
業
と
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。
引
き
続
き
市
政

だ
よ
り
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し

た
周
知
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
政
出
前
講
座
や
イ
ベ

ン
ト
時
な
ど
の
機
会
を
捉
え
、
制
度
の
認
知
度
が
向
上
す
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

小お

の野　

京き
ょ
う
こ子

Ｑ　

日
常
生
活
用
具
に
お

け
る
人
工
内
耳
装
用
シ
ス
テ
ム
関
連
製

品
の
品
目
追
加
の
概
要
は
。

Ａ
　
い
き
い
き
共
生
推
進
委
員
会
の
協
議
を
踏
ま
え
、
給

付
対
象
品
目
に
人
工
内
耳
装
用
シ
ス
テ
ム
稼
働
に
必
要
な
充

電
式
電
池
及
び
充
電
式
電
池
用
充
電
器
を
新
た
に
追
加
し
、

令
和
８
年
度
か
ら
助
成
し
て
い
く
。
給
付
対
象
者
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
を
所
持
す
る
聴
覚
障
害
者
の
う
ち
人
工
内
耳
装

用
者
と
し
、
助
成
基
準
額
は
充
電
式
電
池
が
１
万
８
千
円
、

充
電
器
が
１
万
６
千
５
百
円
、
耐
用
年
数
は
そ
れ
ぞ
れ
２
年

と
す
る
予
定
で
あ
る
。
充
電
式
電
池
は
、
申
請
１
回
に
つ
き

両
耳
用
と
し
て
２
本
分
ま
で
申
請
可
能
と
し
、
助
成
基
準
額

上
限
を
３
万
６
千
円
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

鈴す
ず
き木　

正ま
さ
み実

Ｑ　

西
久
保
遺
跡
の
重
要

性
を
鑑
み
、
記
録
で
は
な
く
遺
構
を
保

存
、
露
出
展
示
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
現
地
調
査
が
継
続
で
き
る
よ

う
工
法
の
検
討
を
国
に
要
望
す
べ
き
だ

が
見
解
は
。

Ａ
　
西
久
保
遺
跡
は
、
発
掘
調
査
が
進
む
に
従
い
、
２
点

の
木
簡
や
水
場
遺
構
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
複
合
的
な
機
能
を

持
つ
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
東
北
地
方
の
古
代
史
を

語
る
上
で
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
令
和
８

年
度
も
調
査
の
継
続
を
考
え
て
お
り
、
地
域
住
民
や
関
係
者

の
意
見
も
伺
い
、
文
化
庁
と
も
相
談
し
な
が
ら
様
々
な
可
能

性
を
検
討
し
、
工
法
な
ど
に
つ
い
て
も
国
と
話
し
合
い
な
が

ら
調
整
し
て
い
く
。

鈴す
ず
き木　

哲て
つ

Ｑ　

小
中
学
生
の
非
認
知

能
力
向
上
に
ス
ポ
ー
ツ
が
有
効
で
あ
る

が
見
解
は
。

Ａ
　
ス
ポ
ー
ツ
は
、
自
己
肯
定
感
や
社
会
性
な
ど
の
非
認

知
能
力
を
育
む
上
で
有
効
で
あ
り
、
授
業
や
学
校
行
事
、
部

活
動
の
地
域
展
開
な
ど
を
通
じ
、
子
ど
も
達
の
成
功
体
験
や

挑
戦
機
会
を
得
る
た
め
環
境
整
備
に
努
め
て
い
る
。
今
年
度

よ
り
福
島
型
非
認
知
能
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
し
て
、

モ
デ
ル
校
の
認
定
こ
ど
も
園
と
小
学
校
各
１
校
で
講
演
を
行

い
、
市
立
学
校
全
て
の
保
護
者
へ
講
演
内
容
を
ま
と
め
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
信
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
共
有
を
図
っ

た
。
子
ど
も
達
が
豊
か
な
人
生
と
よ
り
よ
い
社
会
の
作
り
手

に
成
長
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
子
ど
も
達
の
非
認
知
能
力

を
育
ん
で
い
く
。

宍し
し
ど戸　

一か
ず
て
る照

Ｑ　

四
季
の
里
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
向
け
、
遊
休
施
設
の
旧
農
園
レ

ス
ト
ラ
ン
、
工
芸
館
の
一
部
、
憩
の
館

の
運
営
事
業
者
に
つ
い
て
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
含
め
た
募
集
計
画
は
。

Ａ
　
基
本
構
想
策
定
後
、
運
営
事
業
者
募
集
の
準
備
を
進

め
て
き
た
が
、
民
間
事
業
者
か
ら
は
施
設
の
一
部
を
対
象
と

し
た
工
芸
館
は
、
活
用
が
難
し
い
と
の
意
見
や
誰
も
が
気
軽

に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き

市
で
管
理
す
る
。
他
２
施
設
は
３
月
中
に
募
集
開
始
予
定
で

あ
り
、
事
業
者
向
け
現
地
見
学
会
を
経
て
令
和
９
年
１
月
に

応
募
事
業
者
か
ら
提
案
を
受
け
、
２
月
に
運
営
事
業
者
を
決

定
し
、
令
和
９
年
度
中
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
目
指

す
。

根ね
も
と本　

雅ま
さ
あ
き昭

Ｑ　

メ
ー
カ
ー
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
誘
致
は
、
高
付
加
価
値
製
品
の

販
売
促
進
や
フ
ァ
ン
獲
得
に
直
結
す
る

と
考
え
る
が
見
解
は
。

Ａ
　
消
費
者
の
購
買
行
動
が
変
化
す
る
中
、
訪
れ
る
こ
と

自
体
に
魅
力
が
感
じ
ら
れ
る
場
づ
く
り
は
重
要
で
あ
る
。

メ
ー
カ
ー
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
は
、
購
入
時
の
安
心
感
、
納
得
感

を
高
め
る
効
果
と
来
街
目
的
の
多
様
化
や
滞
在
時
間
の
延
伸

を
通
じ
、
周
辺
商
業
へ
の
波
及
も
期
待
さ
れ
る
が
、
設
置
は
、

民
間
事
業
者
の
経
営
判
断
に
よ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

民
間
投
資
が
さ
ら
な
る
投
資
を
呼
び
込
む
好
循
環
に
つ
な
が

る
よ
う
機
運
を
高
め
て
い
く
。
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七な
な
し
ま島　

奈な

お緒

Ｑ　

子
育
て
世
代
に
向
け

た
さ
ら
な
る
支
援
の
検
討
状
況
は
。

Ａ
　
令
和
８
年
度
は
、
経
済
的
支
援
の
柱
と
し
て
、
市
立

小
中
学
校
の
給
食
費
完
全
無
償
化
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
４

月
開
園
の
も
り
あ
い
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
多
様
な
保
育

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
拡
充
す
る
ほ
か
、
本
格
実
施
と
な
る
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
受
け
入
れ
施
設
を
拡
充
す
る
。
さ

ら
に
、
産
後
デ
イ
ケ
ア
の
利
用
施
設
拡
充
、
乳
幼
児
健
康
診

査
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
５
歳
児
健
診
の
導
入
な
ど
、
就
学
前
の

発
育
支
援
の
ほ
か
、
官
民
連
携
の
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
も
実
施
す
る
。
子
育
て
支
援
は
、
将
来
世
代
へ
の
投
資
と

認
識
し
、
え
が
お
あ
ふ
れ
る
次
世
代
文
教
都
市
を
目
指
す
。

・各議員の氏名の下にある二次元コードから、
市議会HPの録画映像をご覧いただけます。
　(公開期間は５月末日まで）

　2021年度（令和３年度）から2025年度（令和７年度）までの５年間としていた計画期間を、次期総合
計画の策定に向け、客観的データを踏まえた検証と議論を行うため、2026年度（令和８年度）まで１年
間延長する議案が提出されました。
　３月定例会議において、議長を除く全議員で構成する総合計画まちづくり基本ビジョン審査特別委員
会を設置し、執行部からの説明を聴取し慎重に審査し、最終日
の本会議で採決を行い、全会一致で可決しました。

まちづくり基本ビジョン計画期間変更
第６次

福島市総合計画

区分 件　　　　　　　　　　名

市長提出 ７年度補正予算　一般会計（第７号）／水道事業会計／下水道事業会計
その他　専決処分承認

議案等の審議結果

２月３日緊急会議
～全会一致で可決等されたもの～

区分 件　　　　　　　　　　名

市長提出

８年度予算　水道事業会計／下水道事業会計／農業集落排水事業会計／国民健康保険事業費と後期高
齢者医療事業費の特別会計を除く各特別会計
７年度補正予算　一般会計（第８号）（第９号 )／水道事業会計／下水道事業会計／国民健康保険事業
費特別会計／土地区画整理事業費特別会計／介護保険事業費特別会計／後期高齢者医療事業費特別会
計／工業団地整備事業費特別会計
条例制定　学校施設整備基金条例／特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例／県北
都市計画事業福島北土地区画整理事業施行規程を廃止する条例／沿道区域指定の基準及び届出対象区
域に関する条例
条例改正　行政手続条例／手数料条例／市立学校条例／農村地域生活改善施設条例／児童福祉施設の
設備及び運営に関する基準を定める条例／介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準を
定める条例／客引き行為等の防止に関する条例／都市公園条例／道路占用料徴収条例／火災予防条例

３月定例会議

９ページに続きます

総合計画まちづくり基本ビジョン審査特別委員会
委員長　　尾形　　武（真結の会）　
副委員長　佐々木　優（日本共産党）

・議案の詳細については、会議録をご参照ください。
　市議会HPからご覧いただく場合　⇒
３月定例会議の本会議の会議録：５月下旬～

委員会の会議録：８月下旬～
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～電子採決システムによる採決結果～ （〇：賛成、×：反対）

会派名 真政会 真結の会 市民21 公明党 日本共産党 無
所属

区
分

議員名

件名

採
決
結
果

鈴
木　
　
哲

浦
野
洋
太
朗

佐
藤　
　
勢

七
島　
奈
緒

石
山　
波
恵

白
川　
敏
明

萩
原　
太
郎

大
平　
洋
人

小
松　
良
行

半
沢　
正
典

黒
沢　
　
仁

渡
辺　
敏
彦

菅
原
美
智
子

二
階
堂
利
枝

根
本　
雅
昭

斎
藤　
正
臣

川
又　
康
彦

鈴
木　
正
実

二
階
堂
武
文

尾
形　
　
武

真
田　
広
志

宍
戸　
一
照

遠
藤　
幸
一

佐
原　
真
紀

沢
井　
和
宏

羽
田　
房
男

高
木　
克
尚

高
木　
直
人

丹
治　
　
誠

後
藤　
善
次

小
野　
京
子

山
田　
　
裕

佐
々
木　
優

村
山　
国
子

三
浦
由
美
子

市
長
提
出

８年度予算
一般会計 〇 〇

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

〇 〇 〇 〇 × 〇
８年度予算
国民健康保険事業費特
別会計／後期高齢者医
療事業費特別会計

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×

条例改正
乳児等通園支援事業の設備
及び運営に関する基準を定め
る条例／国民健康保険税条例

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

その他
財産の無償譲渡
(渡利幼稚園園舎）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

議
員
提
出

意見書
保育所等に対する社会
福祉施設職員等退職手
当共済制度の公費助成
の継続を求める意見書

〇 × × 〇 〇 × 〇 〇

陳
情

フリースクール利用家
庭への助成制度創設に
関することについて

× × × × × 〇 〇 〇

JR 福島駅東口再開発構想
中の旧公会堂代替施設除
去に関することについて

× × × × × × × ×

福島市施設に関すること
について × × × × × × × ×
障害者差別解消法に関
することについて × × × × × × × ×
福島市職員に関するこ
とについて × × × × × × × ×
福島市役所危機管理室の
現状に関することについて× × × × × × × ×
住民の互助による移動
支援への助成に関する
ことについて

× × × × × × 〇 〇

補聴器の購入費助成に関
することについて × × × × 〇 〇 〇 〇
介護保険料の負担軽減の
ため、国庫負担割合を35%
へ引き上げることを求める
意見書提出方について

× × × × 〇 × 〇 〇

保育所等に対する社会福祉
施設職員等退職手当共済
制度の公費助成の継続を求
める意見書提出方について

〇 × × 〇 〇 × 〇 〇

保育士配置基準の引上げの早
期完全実施とさらなる改善を
求める意見書提出方について

× × × × 〇 × 〇 × 〇 〇

・採決結果の〇は、提出された議案等に対して賛成多数で可決・採択されたことを示しています。
・採決結果の×は、提出された議案等に対して賛成少数もしくは賛成者なしで否決・不採択されたことを示しています。

区分 件　　　　　　　　　　名

市長提出

人事　副市長選任／人権擁護委員候補者推薦
事業契約の一部変更　新学校給食センター整備運営事業
工事請負契約　こむこむ館屋根等改修工事／消防本部・福島消防署整備事業（建築、電気設備、機械
設備工事）
工事請負契約の一部変更　あぶくまクリーンセンター焼却工場建設工事
その他　総合計画まちづくり基本ビジョンの計画期間の変更／市道路線の認定及び廃止／包括外部監
査契約／財産処分（旧青木小学校）／財産の無償譲渡（飯坂町茂庭地区、立子山地区、大波地区ブロー
ドバンド設備）／訴えの提起

委員会、
議員提出

条例改正　議会の個人情報の保護に関する条例／議会委員会条例
意見書　将来にわたり持続可能な農業の確立を求める意見書／福島県最低賃金の引き上げと早期発効
を求める意見書

請願 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出方について

８ページからの続き
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令和８年　春季　議会報告会・意見交換会を開催します

◆市議会広報に関するご意見をお寄せください。
　〒960－8601　福島市五老内町３番１号
　電話 024-525-3776　FAX 024-534-2520
　福島市議会 活動推進検討会あて

◆市議会ホームページをご覧ください。
　�https://www.city.fukushima.fukushima.jp/gikai/

index.html

発行：福島市議会　
編集：活動推進検討会

開催日 開催時間 会　　　場
５月８日㈮ 午後１時30分～２時45分 吉井田支所　２階大会議室
５月９日㈯ 午後２時～３時15分 松川支所　　２階大会議室
５月11日㈪ 午後１時30分～２時45分 清水支所　　大会議室　　
５月11日㈪ 午後６時～７時15分 信陵支所　　２階大会議室

※事前申し込みは不要ですので、ご都合のよい会場へお気軽にお越しください。
●議会報告会
　令和７年12月から令和８年３月までに開催された議会の内容をお知らせいたします。
●意見交換会
　テーマは設けず市政全般に対するご意見をお聞きします。

トピックス 1

現地調査を実施しました

　国際会議観光都市
認定による効果・影
響に関する調査のた
め、市内のコンベン
ション施設などを現地
にて確認しました。

　人口減少社会にお
ける持続可能な上下
水道事業に関する調
査のため、遊休・廃
止施設を現地にて確
認しました。

トピックス 2

経済民生常任委員会 建設水道常任委員会

傍聴に来たことがきっかけで友人になった方々にお話を伺いました。

Ｑ　市議会だよりをご覧の皆さんへ
Ａ�（吉田さん）議会とのかかわりは、少しハードルが高いと感じるかもしれませんが、まずは傍
聴をきっかけに、議会や市政への興味を持つ方が増えてくれたらとても嬉しく思います。
Ａ�（中村さん）議員の方々が身近に感じられ、一緒に傍聴する仲間もできました。皆さんも一度傍
聴にいらしてみてはいかがでしょうか。

Ｑ　議場の印象は？
Ａ（吉田さん）傍聴席が近く、市の

当局と議員の皆さんが議
論を交わしている様子が
とても聞きやすいです。

Ｑ　傍聴のきっかけは？
Ａ（中村さん）市役所を訪れた際、
吉田さんから一般の方も議会の傍
聴ができることを教えてもらい、
それからは時間を見つけて傍聴す
るようになりました。

３月定例会議の傍聴者にインタビューを行いました

中村理恵子さん吉田江理子さん

詳しくはこちらから
ご覧ください➡

６月定例会議開催予定（６月１日～18日）
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

7 8 9 10 11 12 13
本会議

（一般質問）
本会議

（一般質問）
14 15 16 17 18 19 20

常任委員会 本会議
（採決等）

６月定例会議で審議する請願・陳情の締め切りは、
６月２日㈫午前11時です。 


